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質問紙を用いた特殊健診時衛生教育 

ガイドラインステップ 
キーワード

（6 つ以内） 

・衛生知識の向上 

・特殊健康診断 

・質問紙による衛生教育 

・教育内容の標準化 

・教育ニーズの喚起 

・ 
1, 2, 5～8, 10, 15, 16  

改善・取組

みの背景と

課題 

弊社の製造現場では、遠隔化や局所排気装置等の職場環境改善により、作業環

境管理区分は一部の騒音職場を除いてⅠとなっている。一方、特殊健康診断（以下

特殊健診）時の問診では、作業者が知っておくべき使用物質の有害性や曝露防止対

策の意義に関する知識は十分とは言えない状態だった。 

さらに、職場で産業医による衛生教育を実施する場合でも、衛生管理者等担当者

の熱意によってその頻度が異なり職場毎にばらつきがあることが課題であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善・取組

みの着眼点 

特殊健診は、職業性疾病の早期発見や適正配置、健康への影響を低減させるため

の作業環境や作業方法の改善を目的に実施されている。今回、これら特殊健診の目

的を促進し、さらに衛生教育としての予防的な効果を加え発展させることを狙って、質問

紙を用いた衛生教育を実施した。 

特殊健診時に face to face で指導を行うことで、個々の作業に応じた保護具の使

用方法や作業における有害性とその予防についてより強く伝えることが出来ると考えた。 

 また特殊健診後に質問紙を回収し、職場毎に集計することで、衛生教育があまり盛ん

でない職場の衛生教育へのモチベーションを喚起することが出来ると考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善・取組

みの概要 

 特殊健診の待ち時間に右のような質問紙を受診者に渡し、回答してもらった。その後

診察時に医師から問題の解説を行い、正しい知識について衛生教育を行った。質問紙

はその後回収し、看護職により健診データシステムに入力された。1 年後に職場毎で集

計を行い、安全衛生委員会等で報告した。また同様の質問紙をもう 1 年実施し、各質

問の正答率の変化を比較した。 

 2006、2007 年に騒音に関する質問紙を行い、以後、2008、2009 年に有機溶剤、

2010、2011 年に深夜業、2012、2013 年に特化物に関する質問紙をそれぞれ実施し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 



写真・図表・ 

イラスト 

＜質問紙の例＞ 

 

効  果 

2 年間の集計の結果、騒音、有機溶剤、深夜業での各問診項目で正答率が有意

に改善し、当該作業における衛生に関する知識の向上が確認できた 1), 2), 3)（例：質問

「有機溶剤は空気より重い」の正答率 56.9%→1 年後 80.2%）。 

また、職場毎の結果を集計し、安全衛生委員会等で報告することで、正答率の悪い

職場から新たに衛生教育が依頼されるなどの効果があった。さらに産業医による衛生教

育を実施したある職場では、その後使用していた有機溶剤が代替化されるなどの効果

があった 2)。 

加えて、共通の質問紙を使用することで、複数の医師が診察する場合にも、指導内

容を標準化することが出来た。 

 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

 特殊健診時の限られた時間の中で指導する時間を確保するために、予め待ち時間に

記載できるよう準備を行った。 

 また質問紙を作る際には、各種ガイドラインや関係法令、関係文献等を参考とし、正

しい知識を伝えることが出来るように心がけた 4), 5), 6)。 
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